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【お知らせ】 

〇夏休み中の電話受付は８：１０より１６：４０となり

ます。 

〇教員夏季休暇取得推進期間（８月７日～８月１８日） 

大田区教育委員会が、教員の働き方改革の考えのもと、

上記の期間を夏季休暇取得期間として推進しておりま

す。この期間は、原則として教員は勤務しておりませ

んので、学校へのご連絡は期間外にお願いいたします。

ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

行事予定 

７月 

２１日（金）夏季休業日 始 

夏季水泳  始（～７月２８日） 

８月 

２５日（金）夏季登校日 夏季補習教室 

３１日（木）夏季休業日 終 

９月 

（７月時点での主な行事です。今後、変更となる場合

もありますので、あらためて学校だより 9月号にて

ご確認ください。） 

１日（金）始業式 ４時間授業 

４日（月）給食始 委員会活動 

５日（火）東京ベーシック診断Ｂ 計測（５・６） 

６日（水）計測（３・４） 

７日（木）大田区漢字検定① 計測（１・２） 

８日（木）安全指導 移動教室前健診（６） 

９日（土）土曜授業日 土曜補習教室 

11日（月）とうぶ移動教室（６）プール納め 

12日（火）とうぶ移動教室（６） 

13日（水）放課後補習 

14日（木）学校保健委員会 

15日（金）社会科見学（３）  

18日（月）敬老の日 

19日（火）開校記念日 

22日（金）避難訓練（Jアラート） 

25日（月）クラブ活動 

26日（火）友だち班遊び 

大田区立都南小学校 

学校だより 令和５年７月臨時号 

ホームページ https://www.ota-school.ed.jp/tonan-es/

 ホームページ   http://academic2.plala.or.jp/tnne/    映画から得られる「心の栄養」 

教務主任 赤堀 貴彦 

 いよいよ明日から４２日間の夏休みが始まります。子

どもたちには、今しかできない経験をたくさんして、充

実した毎日を送ってもらえればと思います。 

 唐突ですが、今回は私の夏休みの予定を一つ紹介しま

す。それは、大好きな映画を見返すことです。本当に好

きな映画は何度見ても、新しい気付きがあったり、思わ

ぬ感動があったりします。 

 一作目は「男はつらいよ」。言わずと知れた山田洋次

監督の代表作です。父親の影響で見始め、子どもの時に

はそこまで心に響くものはありませんでした。しかし、

大人になって見返すと、寅さんの自由奔放なふるまいの

中に時々見られる芯のある優しさに、人としてのあるべ

き姿を教えてもらえる気がします。また、「おてんとう

さまは見てるぜ！」「忘れるってのは、ほんとうにいい

ことだなぁ。」「寂しさなんてのはなぁ、歩いているうち

に風が吹き飛ばしてくれらぁ。」などの名言の数々にそ

っと背中を押され、見る度に心がふっと軽くなります。 

 二作目は「紅の豚」。先日「君たちはどう生きるか」

が公開された宮崎駿監督のアニメ映画です。この映画の

一番気に入っているところは悪者がほとんどいないと

いうことです。敵同士として争いながらも、互いに相手

への敬意をもっていて、誰も不幸にならない展開がコミ

ュニケーションの理想の形を教えてくれる気がします。

またこちらも登場人物の言葉が素敵です。「飛行艇乗り

の連中ほど気持ちのいい男たちはいない。それは海と空

の両方が奴らの心を洗うからだって。」「仲間はずれをつ

くっちゃかわいそうだろうが。」「さあ、モリモリ食べて、

ビシバシ働こう！」など、ユニークなキャラクターが語

る分かりやすい言葉に、楽しく生きるヒントをもらえる

ような気がします。 

 私にとっての映画は「心の栄養」になるという意味で、

毎日の食事と同じくらい大切なものです。 

 子どもたちにも夏休みの間に、自分のための「心の栄

養」をたくさん取って、明日が楽しみになるような意欲

を身に付けてもらえればと思います。 


